
【平成２６年度 宮崎県立宮崎南高等学校 学校関係者評価書】

自己評価(c) 学校関係者評価

評価項目 具体的な方策（Ｐ） 結果と課題（Ｄ） 改善策（Ａ） 評 価 コメント
項目別 総合

項目別 総合
(結果) ①授業研修については幅広 ・学校経営方針を全

１ 学力向上 ①質の高い授業の追求 ・全職員による授業研究、テーマを設定した研 く意見を集約し参考にする 職員が理解し、組織
ｱ)年年年年２２２２回回回回のののの公開授業公開授業公開授業公開授業をををを実施実施実施実施するとするとするとすると 究授業、各教科毎のまとめと発表と年計画に則 ことで更なる充実を図ると 体としての計画的か
ともにともにともにともに、、、、授業研修授業研修授業研修授業研修をををを充実充実充実充実させさせさせさせ、、、、 した授業研修を実施できた。 ともに、ＯＪＴの在り方に つ意欲的な取り組み

＊教務部 授業力授業力授業力授業力のののの向上向上向上向上をををを図図図図るるるる。。。。 ・各学年で学力検討会を行い、各教科による分 ついても検討していく。 が実践され、活力あ
＊進路指導部 ｲ)先進校視察や外部セミナー等へ 析と指導方針を協議した。 ３ ②先進校視察等での参考事 ３ る教育活動が展開さ
＊教育相談部 積極的に参加し、指導力の向上 (課題) 項を整理し報告させること れている。
＊情報教育部 を図る。 ・先進校視察の参考事項等について、全職員で によって全職員で共有する。 ・先生方の創意みな

ｳ)成績結果等の評価の在り方や結 具体的に共有できるよう工夫する。 ③学習成果のみならず、学 ぎる柔軟な発想のも
果を用いた指導方法について検 ・評価のあり方について、今後さらに検討して 習意欲や主体性等の観点別 と、生徒の目標実現
討し、適切に授業や課題等に反 いく必要がある。 に評価する仕組みについて に向け、やり抜く気
映させる。 研究する。 概と耐性を育ててい

②自己教育力の育成 (結果) ３ ①学習実態調査を定期的に ただきたい。
ｱ)マイハイスクールライフの記録 ・家庭学習調査を実施し、生徒の学習状況を把 行い家庭学習状況を把握し、 ・学習、学校行事、
や面談週間、家庭学習調査等を 握することができた。 ４ 学習量の増加に取り組む。 ３ ３ 部活動等、生徒の更
利用して、生徒の学習状況を把 (課題) ②主体的な学習が育つよう なる主体的な取り組
握し、適切な学習指導を行う。 ・面談結果や家庭学習調査等の結果を分析し、 授業内容や課題等について みを助長していただ

指導へ活かす必要がある。 研究を深める。 きたい。
③キャリア教育の推進 (結果) ①進路意識を高めるための ・元気の良い挨拶、
ｱ)学校全体計画学校全体計画学校全体計画学校全体計画にににに基基基基づきづきづきづき、、、、具体的具体的具体的具体的 ・進路意識を高めるため夢ナビ講座(福岡)への 活動（ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽや講座、 はきはきとした説明
かつかつかつかつ積極的積極的積極的積極的なななな推進推進推進推進をををを図図図図るるるる。。。。 参加ができた。 講演会等）の系統的な実施 (発表)、はつらつと

ｲ)夢夢夢夢ナビナビナビナビ講座講座講座講座ややややオープンキャンパオープンキャンパオープンキャンパオープンキャンパ (課題) について更に検討を深める。 した講堂、態度をま
スススス等等等等へのへのへのへの参加参加参加参加をををを推進推進推進推進するするするする。。。。 ・授業の始業や終わりにけじめある挨拶ができ ３ ②授業の開始と終了時にけ ず先生に、そして生

ｳ)教科指導においてキャリア教育 るよう更なる指導が必要である。 じめをつけさせ、落ち着い 徒に期待したい。
の視点を踏まえた実践を行う。 た雰囲気を醸成する。 ・学校外での研修等

が教師、生徒の両面
２ 進路目標 ①確固たる進路意識の醸成 (結果) ①進路指導については、常 から進められている
の達成 ｱ)「育鵬」「合格体験記」等を用 ・「ＬＨＲ」「総合的な学習の時間」を進路指導 に点検・見直しを図り、充 ことはすばらしいと

いて、進路指導の充実を図る。 において系統的に活用することができた。 実に努める。 思います。これから
ｲ)「ＬＨＲ」「図南タイム」「総合 (課題) ４ ②生徒の意欲を喚起する授 ４ も継続し、内容を深

＊進路指導部 科学」の計画的な実施により、 ・生徒の活動を中心に据えた進路指導を更に展 業内容や進路指導を充実さ めて欲しいと思いま
＊渉外部 進路指導の充実を図る。 開していく必要がある。 せ、進学実績の向上を図る。 す。
＊情報教育部 ②進路指導体制の見直し (結果) ①学習会の開催時期や内容 ・自学自習について
＊図書部 ｱ)生徒生徒生徒生徒のののの実態実態実態実態をををを把握把握把握把握しししし、、、、朝補習朝補習朝補習朝補習やややや ・各学年において学習会を実施し、学習に対す について改善に努める。 は個人差がかなりあ

土曜講座土曜講座土曜講座土曜講座をををを計画的計画的計画的計画的にににに実施実施実施実施しししし、、、、放放放放 る意識の高揚を図ることができた。 ②自学自習の方法や在り方 ４ るように思えます。
課後課後課後課後セミナーセミナーセミナーセミナーのののの充実充実充実充実をををを図図図図るるるる。。。。 (課題) ４ ４ について、徹底指導を行い 固定した学習になら

ｲ)３年間を見通した進路指導計画 ・自学自習の在り方や家庭学習の充実など自立 家庭学習の充実を図る。 ないよう生徒同士が
に基づき、的確な実施を図る。 した学習ができるよう指導する必要がある。 切磋琢磨できる環境

③キャリア教育の充実 (結果) ①高大連携については、大 づくりを更に進めて
ｱ)鵬鵬鵬鵬ドリカムドリカムドリカムドリカム講座講座講座講座のののの更更更更なるなるなるなる充実充実充実充実をををを ・２学年において本校同窓会とタイアップした 学との協議を進める。 欲しいと思います。
図図図図りりりり、、、、インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップ等等等等につにつにつにつ インターンシップを実施することができた。 ②キャリア教育推進のため ４
いてはいてはいてはいては、、、、鵬同窓会鵬同窓会鵬同窓会鵬同窓会ともともともとも連携連携連携連携をををを図図図図 (課題) ４ の体制を更に充実させ、組
りりりり、、、、試行的試行的試行的試行的にににに実施実施実施実施するするするする。。。。 ・高大連携については、今後大学との連携を進 織的な対応を図る。

ｲ)高大連携の継続について、検討 めていく必要がある。
を進めるとともに、その在り方
について改善を図る。

（注）４段階評価 ・・・ ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する



自己評価(c) 学校関係者評価
評価項目 具体的な方策（Ｐ） 結果と課題（Ｄ） 改善策（Ａ） 評 価 コメント

項目別 総合 項目別 総合

(結果) ①学校行事や部活動等にお ・長濱校長の学校経
３ 幅のある ①「三兎追う」を目指し ・イエローカードを見直し、自分の姿を見直す いて、生徒自身が主体的に 営の手腕とリーダー
生徒を育成 挑戦する気概の育成 というフォームカードの提示によって、丁寧な 判断して行動できるよう事 シップに敬服してお

ｱ)FORM を通して言葉遣いや行動 生徒指導ができるよう改善できた。 前指導や仕掛けを充実させ ります。先生方及び
様式を身に付けさせる。 ・部活動生集会や主将会を開催し、部活動の活 る。 生徒の皆さんの成長

＊生徒指導部 ｲ)学校行事等学校行事等学校行事等学校行事等のののの企画企画企画企画・・・・運営運営運営運営がががが、、、、よよよよ 性化と質の向上を図った。 ３ ②学習に対する姿勢や時間 ３ を学校に伺う度に実
＊図書部 りりりり生徒生徒生徒生徒のののの主体的主体的主体的主体的なななな活動活動活動活動をををを生生生生かしかしかしかし (課題) 管理など学校生活の基本と 感できました。先生
＊環境保健部 たたたた取組取組取組取組になるようになるようになるようになるよう改善改善改善改善をををを図図図図るるるる。。。。 ・学校行事のみならず日頃の活動で生徒自らが なる事柄について粘り強い 方、本当にすばらし

＊教育相談部 ｳ)文武両道の精神を基に、質の高 判断し行動できる力を育てる必要がある。 指導を継続させていく。 い教育実践ありがと
い部活動に取り組ませる。 うございました。

②「人間力」の育成 (結果) ①「朝の読書」及び日頃の ・地域に対しての発
ｱ)「朝の読書」の更なる充実を図 ・清掃開始時の黙想やチェックシート等を活用 読書活動の推進を図る。 信が今年度はかなり
り、幅のある人材を育成する。 して活動の充実を図った。 ②命を大切にすること、自 進められたと思いま
ｲ)主体的な清掃活動を促し、学校 ・性教育やＷＹＳＨ教育を学年全体を通して実 分を大切にする事など、適 す。これからは内容
美化のみならず、社会貢献への 施することができた。 ３ 宜、継続的な指導を行って ３ ３ を含め、更なる連携
意識を身に付けさせる。 (課題) いく。 の在り方を探ってく
ｳ)保健講話やＷＹＳＨ教育等の在 ・清掃活動へより主体的に取り組むことができ ③ゴミの分別の徹底を図る ださい。
り方について検討を深め、内容 るよう指導を継続する必要がある。 とともに、清掃活動につい ・今や２０～３０人
の充実を図る。 ３ て徹底指導を行う。 に１人はいると言わ

③「共生」意識の醸成 (結果) ①「挨拶の励行」を徹底す れる性的ﾏｲﾉﾘﾃｨに関
ｱ)安全教育や職員による立ち番指 ・人権教育推進に関する組織を見直し、学校全 るとともに、登下校時のマ する問題は、思春期
導の実施で、交通安全意識を高 体を通して、人権教育を進めることができた。 ナーについても粘り強く継 の高校生にとって大
め、登下校等の安全を図る。 ・人権啓発週間では、各部の作品等の展示や昼 続指導を行う。 きな問題だと思いま
ｲ)人権教育人権教育人権教育人権教育をををを計画的計画的計画的計画的にににに実施実施実施実施するとするとするとすると 休み時間を利用して吹奏楽の演奏やなぎなた部 ②人権教育の計画的な指導 す。人権教育、性教
ともにともにともにともに、、、、推進体制推進体制推進体制推進体制のののの充実充実充実充実をををを図図図図るるるる。。。。の演武など啓発活動が充実した。 を図るとともに、ピア・サ 育の中で、生徒への

ｳ)ピアピアピアピア・・・・サポートサポートサポートサポート等等等等をををを実施実施実施実施するこするこするこするこ ・地域の方々を招いての防災訓練及び講話を実 ４ ポートを充実させ人間関係 教育はもちろんのこ
とでとでとでとで、、、、生徒生徒生徒生徒ののののコミュニケーショコミュニケーショコミュニケーショコミュニケーショ 施することができた。 の醸成に努める。 とクラス担任になる
ンンンン力力力力のののの向上向上向上向上をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、教教教教 ・各学年において計画的にピア・サポートを実 ③地域の方々と連携した防 先生方にも（できれ
育相談等育相談等育相談等育相談等をををを充実充実充実充実するするするする。。。。 施することができ、人間関係の構築の一助とな 災教育の在り方を更に検討 ば全職員に）研修の

ｴ)定期的なアンケートを実施する った。 していく。 機会を持っていただ
ことで、いじめ等の早期発見に (課題) ④ボランティア活動への参 きたいと思います。
努めるとともに、根絶を図る。 ・登下校に係る交通安全意識やマナー等の向上 加を更に促し、社会貢献へ ・生徒の学力向上、
ｵ)適切な防災訓練を実施し、防災 を図るため更なる指導が必要である。 の意識を醸成する。 進路も霧氷の達成の
意識の高揚を図る。 為に、先生方がいろ

いろな角度から生徒
４ 地域との ①広報活動の充実・中高連携の推進 (結果) ①「南高通信」「学年通信」 を指導し、又、先生
連携 ｱ)学級通信や学年通信、学校ＨＰ ・「南高通信」を発行し、地域の自治会への配付 や学校ＨＰの充実について 方自身の向上のため

を充実させ、幅広い広報を行う。したり、部活動で地域の活動へ参加したりする は継続して行う。 にも、これほど熱心
ｲ)オープンスクールや中学校訪問 など広報活動が充実した。 ②中学校の主催する高校説 ４ に取り組んでおられ

＊渉外部 の充実を図る。 ・学年通信の定期的な発行、学校ＨＰの迅速な ４ 明会の訪問だけでなく、日 ることを評議員にな
＊事務部 ｳ)広報活動広報活動広報活動広報活動にににに努努努努めめめめ、、、、地域地域地域地域にににに根根根根ざしざしざしざし、、、、更新ができた。 常的に個別訪問を行う。 って初めて知り感心
＊情報教育部 応援応援応援応援されるされるされるされる学校学校学校学校をををを目指目指目指目指すすすす。。。。 (課題) ③地域の方々との情報交換 致しました。改善策
＊教務部 ・中学校訪問等を更に充実させ、本校教育活動 会等の場を設定する。 ４ とともに更なる充実
＊進路指導部 への理解を深めていく必要がある。 ４ を期待します。

②ＰＴＡ活動の充実・同窓会との連携 (結果) ①ＰＴＡや同窓会と連携を
ｱ)講演会や「合格うどん」等にお ・「合格うどん」では、テレビ等の取材を受ける とり、学校行事等への支援
いて、ＰＴＡと教職員が密に連 など充実した活動となった。 ・協力を依頼していく。
携し、企画・運営を行う。 ・同窓会とタイアップしたインターシップを実 ４ ②スマホ・携帯等の取り扱 ４
ｲ)「鵬ドリカム講座」やインター 施することができた。 いにつては、協議を継続し
ンシップについて、同窓会と連 (課題) ていく。
携し充実を図る。 ・ＰＴＡや同窓会との更なる連携が必要である。

（注）４段階評価 ・・・ ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する


